
院内の様子（モニタを使用して説明を行います）

嚥下・口腔機能外来

l加齢や病気による飲み込み、口の機能お変化（嚥下障害、口腔機
能低下症）
高齢になると飲み込みの機能が低下し、食べ物が喉に残る、あるい
は誤嚥（気管に水分や食べ物が入る）により、窒息や誤嚥性肺炎の
危険が高くなります。また、脳梗塞などの病気でも同様のことが起
こる場合があります。
年齢による飲み込みの機能は突然悪くなるわけではなく、少しづつ
悪くなります。ご本人は気づかないことが多く、飲み込みが悪くな
る前の段階で口の機能の低下を発見して飲み込みの機能低下を防止
することも重要です。

【診察】
口の渇き測定、舌の力測定、咀嚼力の測定、嚥下時の音の聴診
など簡便にできる評価

l治療の流れ

【訓練・食事の指導】
患者様の状態に合わせて実施できる内容をご提案し、2週間か
ら１ヶ月に一度、約30分程度しっかり時間をとって診療します。

【嚥下内視鏡検査】
内視鏡で喉を通る食べ物の様子を
確認し、食べ物が残っていないか、
誤嚥がないかを確認します。

口の機能低下・発達不全
と判断した場合

飲み込みの低下と
判断した場合


